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科学技術振興機構報 第１４４９号 

 

令 和 ２ 年 ９ 月 １ ４ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 
 

研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜社会還元加速プログラム（ＳＣＯＲＥ）大学推進型＞ 

２０２０年度採択機関の決定について 
 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、大学発新産業創出プログラム＜社会還元加速プログ

ラム（ＳＣＯＲＥ）大学推進型＞における２０２０年度の採択機関３件を決定しました

（別紙）。 

本事業では、大学の自助努力により推進する起業支援の取り組みの促進とそのために

必要となる持続可能な起業支援体制の構築・強化を目的としています。大学の主に産学

連携部門における、学内の研究者などの技術シーズを事業化につなげるためのＧＡＰフ

ァンドの運用、および起業活動支援プログラムの構築・運営を支援します。併せて、起

業活動支援に関する大学組織としての中長期的な目標と計画を策定し、支援期間終了後

も見据えた取り組みを通じて、成長ポテンシャルの高い大学発ベンチャーを持続的に創

出する好循環を目指します。 

本年度の募集は２０２０年３月３１日（火）から６月２５日（木）まで行い、１２件

の応募がありました。それらに対し外部専門家で構成された委員会による審査を実施し、

その結果を基に３件の採択機関を決定しました。 

今後、契約などの条件が整い次第、プログラムを開始する予定です。 

 

なお、事業の詳細については下記ホームページをご覧ください。 

ホームページＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/start/jigyo/score-u.html 

 

 

＜添付資料＞ 

別紙：研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜社会還元加速プログラム（ＳＣＯＲＥ）大学推進型＞２０２０年度 採択機関一覧 

参考：研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜社会還元加速プログラム（ＳＣＯＲＥ）大学推進型＞概要 

 

＜お問い合わせ先＞  

科学技術振興機構 産学連携展開部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

森田 浩（モリタ ヒロシ） 

Tel：03-5214-7054 Fax：03-3238-5373 

E-mail：score-u[at]jst.go.jp 
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研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜社会還元加速プログラム（ＳＣＯＲＥ）大学推進型＞ 

２０２０年度 採択機関一覧 

 
（主幹機関名：五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採択機関名 

＜主幹機関＞ 

上段：総括責任者 

下段：プログラム代表者 

 

＜共同機関＞ 

上段：共同機関責任者 

下段：プログラム共同代表者 

活動概要 

＜主幹機関 神戸大学＞ 

産官学連携本部 

副本部長 

坂井 貴行 

 

 

産官学連携本部 

シニア・ライセンシング＆ 

ビジネスディベロップメントオフィサー 

安田 崇 

 

 

＜共同機関 大阪工業大学＞ 

研究支援・社会連携センター 

センター長／大学院知的財産研究科 教授 

杉浦 淳 

 

 

研究支援・社会連携センター 

シニアＵＲＡ 

北垣 和彦 

本事業の目的は、神戸大学および大阪工

業大学において、５年後までに外部資金の

間接経費や寄附金を原資とする継続的なＧ

ＡＰファンドやシード投資ファンドを運営

・発展させ、継続的な起業活動支援を可能

にすることである。 

神戸大学と大阪工業大学に所属する研究

者の技術シーズに基づく起業活動支援を通

じて技術シーズやビジネスモデルのブラッ

シュアップを行うとともに、「大学発新産

業創出プログラム（ＳＴＡＲＴ）」の申請

やベンチャーキャピタル（ＶＣ）へ橋渡し

する。同時にさらなる技術シーズの創出に

つなげることで内閣府事業「スタートアッ

プ・エコシステム拠点都市注）」の「グロー

バル拠点都市」に採択された「京阪神連携

によるスタートアップ・エコシステム拠点

形成」に貢献する。 

具体的には、神戸大学と大阪工業大学が

共同でＧＡＰファンドプログラム、起業活

動支援プログラムを構築し、試作品製作、

追加データ取得などにより、ＳＴＡＲＴや

ＶＣでの評価や投資判断ができるレベルま

でビジネスモデルをブラッシュアップす

る。 

別紙 
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＜主幹機関 筑波大学＞ 

副学長・理事／ 

国際産学連携本部 本部長 

金保 安則 

 

 

国際産学連携本部 本部審議役・教授 

西野 由高 

筑波大学はつくばスタートアップ・エコシ

ステム・コンソーシアムのメンバーであり、

つくば地区の国立研究開発法人とも連携し

ながら、アントレプレナーシップ教育からベ

ンチャー起業支援までの一貫した「大学発ベ

ンチャー創出支援」を推進している。この知

見・体制を活用し本事業の起業支援プログラ

ムでは、本学教員などが有する起業シーズを

開発研究段階から事業化段階へステップア

ップするための活動を、学外のプロフェッシ

ョナルのメンターと学内の起業支援人材が

ペアになりハンズオン型で支援する。それに

より、起業成功確率を上げると同時に、学内

でのメンターの育成も推進する。 

大学発ベンチャーとの共同研究を積極的

に進め、知財の創出を図り、さらには大学が

新株予約権を持つことなどで、企業成長の支

援とともに大学への資金還流の拡大を図る。

それらの資金を次のベンチャー起業支援に

供し、またベンチャー起業家も教育プログラ

ムに参画することで、人材・知・資金を循環

する総合的ベンチャーエコシステムの確立

を進める。 

＜主幹機関 早稲田大学＞ 

副総長／ 

リサーチイノベーションセンター 所長 

笠原 博徳 

 

 

リサーチイノベーションセンター 

副所長／インキュベーション部門長 

柴山 知也 

知財創出、ベンチャー起業・アクセラレー

ション、産官学連携、高付加価値製品創出、

人材育成をスパイラルアップし社会への貢

献を目指す早稲田オープンイノベーション

・エコシステムを、本事業を駆動力として推

進する。 

 経営・財務・法律など起業に必要なチーム

構築支援を、本学ビジネススクールおよび成

功企業を創立した経験豊かな校友、提携ＶＣ

からのアドバイスも得ながら進め、質の高い

活動支援プログラムの提供を目指す。 

 また、育成企業の世界市場への進出も視野

に、米国のファンドおよびアクセラレータと

も連携し、世界レベルの質を備えたベンチャ

ー支援プログラムの確立を目指す。併せて、

内閣府事業「スタートアップ・エコシステム

拠点都市注）」の「グローバル拠点都市」に採

択された「スタートアップ・エコシステム 東

京コンソーシアム」における活動を通じ、ア

クセラレーションの強化と戦略的な海外展

開を図る。 

 



4 

注）スタートアップ・エコシステム拠点都市 

 日本の強みである優れた人材、研究開発力、企業活動、資金などを生かした世界に

伍する日本型のスタートアップ・エコシステム拠点の形成を目指し、地方自治体、大

学、民間組織などが策定した拠点形成計画を認定し、政府、民間サポーターによる支

援を実施する内閣府の事業です。 
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研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム 

＜社会還元加速プログラム（ＳＣＯＲＥ）大学推進型＞概要 

 

大学等注）の優れた技術シーズを基にした成長ポテンシャルの高い大学等発ベンチャーの

創出を促進するためのプログラム。 

大学にて、学内の研究代表者の技術シーズを基にした大学発ベンチャーの創出に向けた

研究開発課題の募集・選考、および起業活動支援プログラムの運営を推進します。 

最長５年度の活動期間となりますが、支援期間終了後も持続的に大学発ベンチャー創出

支援を実現するために、ＧＡＰファンド運用や支援体制の維持などに必要な資金の確保を

含めた中長期的な計画を立てて活動を推進します。 

  

注）大学等 

  ＳＣＯＲＥの支援対象で、ここでは国公私立大学、国公私立高等専門学校、大学共同

利用機関法人、独立行政法人（国立研究開発法人を含む）、地方独立行政法人を指します。 

 
 
 
ＳＣＯＲＥ大学推進型活動の流れ 
 

 

参考 


